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9
萱田町・萱田・大和田（成田街道北側から東葉
高速線南側）、村上（成田街道北側で新川西側）、
大和田新田（300・400・500・700番台の成田街道
北側から東葉高速線南側）、ゆりのき台１・２丁目

5
第１木

19
第３木

月
・
水
・
金

火
土 

21
日
は
休
み

10
高津（県道幕張八千代線より西側）、高津東、
大和田新田（100・200番台の成田街道南側で県道
幕張八千代線より西側）

12
第２木

26
第４木

11 高津団地、
大和田新田（1〜99番地の成田街道南側）

19
第３木

5
第１木

12 大和田新田（900・1000・1100番台の成田街道北側
から東葉高速線南側）、緑が丘２〜４丁目

26
第４木

12
第２木

13 勝田台 6
第１金

20
第３金 火

・
木
・
土 

21
日
は
休
み

水 月
14

勝田台南、勝田、ゆりのき台３〜８丁目、麦丸、
萱田町（500番台を除く東葉高速線北側）、
萱田（東葉高速線北側）

13
第２金

27
第４金

15 大和田新田（東葉高速線北側）、吉橋、尾崎、
緑が丘１・５丁目、萱田町（500番台の東葉高速線北側）

20
第３金

6
第1金

16 大学町、真木野、小池、佐山、平戸、神久保、
島田台、島田、桑橋、桑納

27
第４金

13
第２金
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　市では月曜～金曜日（祝日を除く）と第３土曜日（祝日を除く）に清掃センターへ
の家庭ごみの持ち込みを受け付けています。３月21日㈯「春分の日」は祝日のた

め、家庭ごみの清掃センターへの持ち込みはできません。また、可燃ごみ・資源
物（紙・布類・紙パック）の収集もありませんので、ご注意ください。

３月21日㈯の春分の日は家庭ごみの清掃センターへの持ち込みはできません

朝８時30分までに集積場所へ。不燃ごみは休日と重なった場合も収集

３
月
の
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源
物
・
ご
み
収
集
日
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１
大和田（成田街道南側）、萱田町（成田街道南側）、
村上（3200・3300・3500番台の成田街道南側）、
大和田新田（県道幕張八千代線より東側）、
高津（県道幕張八千代線より東側）

3
第１火

17
第３火

月
・
水
・
金

木
土 

21
日
は
休
み

2 八千代台北 10
第２火

24
第４火

3 八千代台西、
八千代台南

17
第３火

3
第１火

4 八千代台東 24
第４火

10
第２火

5 上高野 4
第１水

18
第３水

火
・
木
・
土 

21
日
は
休
み

金 月
6 村上団地 11

第２水
25
第４水

7 村上（新川の東側）、下市場、
村上南、勝田台北

18
第３水

4
第１水

8 神野、下高野、堀ノ内、
保品、米本団地、米本

25
第４水

11
第２水
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　空気が乾燥しているこの時期は、例年、火災が多く発生しています。近年、市内の
出火原因のトップとなっているのは「放火（放火の疑いも含む）」。「放火」は意図的
に火をつける犯罪行為なので防ぐことは難しいと思われがちです。しかし、皆さん
のちょっとした心掛けで、「放火されない、させない環境」をつくることができます。

　放火を防ぐには、放火をされない環境づくりが重要です。皆さん一人
ひとりが放火への危機意識を持ち、対策を心掛けましょう。
　地域ぐるみでの取り組みも必要です。普段から、自治会などで協力体
制をつくり、地域の巡回や消防訓練などで住民同士の防火意識を高めま
しょう。

火災原因のトップは「放火」
　26年の市内での火災発生件数は46件。前年の
61件から15件減っています。過去３年間の火災
発生状況は下表のとおりで、火災種別では建物
火災が一番多くなっています。前年から７件減
っていますが、全体に占める割合は54パーセン
トで、昨年とほぼ同じです。
　主な出火原因として、一番多いのは放火（放
火の疑いも含む）です。近年、全国的にも放火
による火災が上位を占め、大きな課題となって
います。

あなたのおうちは大丈夫ですか

火災種別 24年 25年 26年
建物火災 18 32 25
林野火災 0 0 0
車両火災 3 3 0
その他の火災 22 26 21
合計 43 61 46

出火原因 件数 構成比
放火（疑い含む） 14 30%
たばこ 8 17%
こんろ 6 13%
たき火 5 11%
火あそび 3 7%
その他 3 7%
不明 2 5%
風呂かまど 1 2%
電気機器 1 2%
配線器具 1 2%
マッチ・ライター 1 2%
溶接機・切断機 1 2%
合計 46 100%

出火原因 件数 構成比
放火（疑い含む） 6 24%
こんろ 6 24%
たばこ 5 20%
その他 3 12%
風呂かまど 1 4%
電気機器 1 4%
配線器具 1 4%
溶接機・切断機 1 4%
不明 1 4%
合計 25 100%

■26年の出火原因 ■左表のうち建物火災の原因

■過去３年間の火災種別と発生件数

※「その他の火災」は、空き地の枯草やごみなどが燃えた火災

ちょっとした心掛けが「放火されない、させない環境」をつくります

　建物の周りや共同住宅の階段室などの共用部
分で、暗くて人通りが少ない死角になる場所に
放火されるケースが目立ちます。

・照明器具を設置し、暗がりを
　なくす

・建物の周囲は整理
　整頓し、燃えやすい
　ものを置かない

・ゴミは収集日の朝に
　出す
・物置や車庫などにも
　鍵をかけ、侵入され
　ないようにする

　死角になりやすいトイレやバックヤードの整
理整頓、従業員や警備員による
巡回、カメラなどの設置をしま
しょう。
　「カメラにより監視中」など
の掲示も効果があります。

　屋外に駐車中のトラックの荷台、乗用車のボ
ディーカバーに放火されるケースがあります。
・ボディーカバーは
　防炎製品を使う
・車両は鍵をかけ、
　路上に駐車しない

　居住者がいない建物は、放火魔に狙われやす
くなりますので、所有者や管理者はしっかりと
管理しましょう。
・施錠などで、屋内や敷地
　内に入れないようにする
・周囲に燃えやすいものを
　置かない

いざというときのために
消火器を準備し、使い方の確認をしましょう

住宅 店舗・事業所など

車両

空き家の管理をしっかりと

安全栓を
ぬく

ホースをもち
ノズルを火元へ

レバーを強く
握る

放火されない、させない環境づくりを
お問い合わせは

消防本部予防課 459-7803へ


